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Abstract 

Depopulation in rural areas and decline of local industries have become a serious problem in Japan. As one 

possible step to improve this situation, the “Dormitown” project in National Institute of Technology, Toyota 

College (NITTC) carried out a summer school for urban children in a hilly and mountainous area. In this paper, 

we evaluate effects of the school on participating children and their parents with a questionnaire survey. It is 

presented that the project can give educational experience and evoke interests in rural areas from children. 

These results indicate possibilities of our approach to contribute a regional vitalization.  
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１．まえがき 

2008 年に始まった日本の人口減少は，今後急激な少子

高齢化をもたらすと予測されている．特に地方では，若年

のみならず高齢人口までも減少している地域が存在する

など，極めて深刻な状況にある 1)．地方における人口減少

は，域内市場産業を衰弱させ人口流出を招くという連鎖的

な悪循環を生むが，その影響は該当地域内だけに留まらな

い．農山村地域で営まれる第一次産業の衰退は，日本全体

の根本的弱体化に直結する．従ってこれらの問題に対応す

ることは急務の課題であるが，地方部と都市部で状況の認

識に差があり，問題解決の一つの障害となっている 1)．地

方においては地域外から資金を流入させる域外市場産業

を見出し現状に対応することが求められるが，同時に都市

部の住民，特に若年層に対して，農山村地域への関心を高

める何らかのアクションを起こすことが，今後の持続的な

地方活性化のために必要である．  

このような問題意識を背景の１つとして，豊田工業高等

専門学校（以下「豊田高専」）では，平成 27 年度に学生と

教職員によって組織される「豊田高専ドミタウン実行員会」

を発足し，豊田市内の中山間地区を舞台とした諸活動（以

下「ドミタウン」）を展開してきた 2)．これは学生らが豊田

高専の学寮（ドミ トリー）で得た経験や運営方法を街（タ

ウン ）に還元し，都市部の児童，豊田高専の学生，農山村

地区の地域住民の３世代を繋ぐことで相補的な教育効果

と諸問題の解決を目指す，複合目的を持った活動である． 

本研究では，2015 年 8 月にドミタウン活動の一環とし

て行われたセカンドスクールを取り上げる．このセカンド

スクールは都市部の小学生児童らを農山村地区に招き，地

域に根差した各種のプログラムを行うことで，児童に対し

ては都市部では得られない分野横断的な教育効果と地方
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に対する関心を，豊田高専の学生に対してはプロジェクト

遂行による課題解決型学習（PBL）を 3)，地域住民に対し

ては新しい域外市場産業づくりのきっかけを 4) 与えるこ

とを意図して計画された．本稿では特に小学生に対する影

響に着目することとし，参加した都市部の小学生およびそ

の保護者らにどのような変化がもたらされたかをアンケ

ート調査によって調べた．その結果，児童らへの高い教育

効果と中山間地域への関心の向上が認められた．その一方

で，児童らに少なくない影響を与える保護者らに対しては

農山村地域に関する顕著な効果を与えられなかったこと

が明らかになった．本稿ではこれらの結果を元に，ドミタ

ウン活動の効果と課題について考察する．ドミタウン発足

の経緯や社会的意義の詳細，高専学生に対する教育効果,   

および地域住民に対する効果についてはそれぞれ文献[2]-

[4]にまとめられているので，本稿と相補的に参照された

い． 

 

２．セカンドスクールと調査方法の概要 

ドミタウンでは，豊田市内の農山村地区のひとつである

旭地区笹戸町の空き旅館を用いて，2015 年 8 月に豊田市

内の小学生４～６年生を対象とした 1 泊 2 日のセカンド

スクールを実施した．本スクールでは，児童らの農山村地

区への関心を高めること，および寮生活の疑似体験による

自主性の向上を目的として，豊田高専の学生らによる数種

のプログラム（野菜収穫，里山散策，葉脈標本の製作，自

作の窯を用いたピザ作り，笹戸の竹を用いた流しそうめん

等）を行った．セカンドスクールは２度開催し，8 月 24 日

から 25 日の 1 組目，25 日から 26 日の 2 組目のそれぞれ

に各 15 名の児童が参加した．詳細な人数構成は表 1 にま

とめられている．保護者はプログラムに参加せず，見学も

行っていないが，一部の保護者は参加児童を車で送迎した

際に会場の雰囲気を確認している． 

本研究で用いたアンケート調査は，ドミタウン活動を支

援して頂いた「おいでん・さんそんセンター」（豊田市企

画制作部企画課）によって実施されたものである．この調

査は，2015 年夏に豊田市内の農山村地区で開催された，

ドミタウンを含む 3 つのセカンドスクールの参加者（児童

およびその保護者）に対して行われた．本稿はその結果を

解析したものである．以下，記載のないものはすべてドミ

タウン参加者のみの回答を集計したものであり，必要に応

じて他団体における回答結果と比較検討する． 

 

３．参加者の目的とその達成度 

図 1 に,  日ごろ農山村地区や農林業との関わりがある

かについてのアンケート結果をまとめた．家族で農山村と

関わる機会を年に数回持っている参加者は全体の 4分の 1

程度であり，参加児童のほとんどは農山村地域と積極的な

関わりを持たない家庭環境にある． 

セカンドスクールに参加するにあたり，参加児童が事前

に最も期待していたことについての回答を図 2 に，参加後

に感じた良かったところは何かについての回答を図 3 に

それぞれまとめた．図 2，3 の選択項目は対応しているが，

図 2 に含まれる「4. 家族と離れて泊まりたい」に対応す

る選択項目が図 3 にはないこと，および参加前についての

表 1 セカンドスクールに参加した小学生の学年

および性別ごとの人数構成 
 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

１ 

組目 

男子 3 2 4 9 
15 

女子 1 0 5 6 

２ 

組目 

男子 2 2 6 10 
18 

女子 4 2 2 8 

 

24%

24%

16%

36%

１．一年に何度も

そのような機会

がある

２．一年に1回程度

機会がある

４．以前から

ほとんど

機会がない

３．以前はあったが、

最近はあまり機会がない

n=25

図 1 日頃、家族などで農山村の自然とのふれあいや

農林業体験などを行う機会があるか（保護者回答）
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回答（図 2）は単一回答であることに注意されたい．参加

目的を示す図 2 を見ると，ドミタウン参加者に際立って多

い項目はないが，「2. 農業や林業を体験したい」および「3. 

教室ではできない勉強がしたい」を選んだ小学生がそれぞ

れ 24%存在した．これは他のセカンドスクールでの結果

と比べて２倍以上多く，ドミタウン参加者の意識が農山村

地区での仕事や勉強に向いていることが分かる．参加児童

のこのような目的は，参加後の感想をまとめた図 3 におい

て「2. 農業や林業を体験できた」が 38%，「3. 教室ではで

きない勉強ができた」が 31%であったことからおおよそ

達成できたのではないかと考えられるが，十二分とは言い

難い．これらは農林業への関心や発展学習を与えようとす

るドミタウンの目的そのものでもあり，今後はよりレベル

の高いプログラム作りを行うことが必要である． 

一方で，図 3 において「4. ちがう学校や学年の友達と

仲良くできた」の評価が高かったことから，ドミタウン活

動の構想のひとつである「学寮経験を生かした運営」が成

功し，交流の場を作る上で良く機能していたことが窺える．

「5. その他」の自由記載欄でも，「学生の人が面白い」，「お

兄さんと遊べた」など，学生による運営への好評価が寄せ

られた． 

同様の質問を保護者に対して行った結果を図 4，5 に示

す．「2. 教室とは異なる実体験を通した学習」についての

関心が高いことがドミタウンセカンドスクールの特徴で

ある（図 4）．同じ傾向は参加児童への質問結果（図 2）で

も見られたが，これは保護者の意識に影響された部分も大
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１．自然や暮らしについて知りたい

２．農業や林業を体験したい

３．教室ではできない勉強がしたい

４．家族と離れて泊まりたい

５．いろんな学校の友達ともっと仲良くしたい

６．その他

ドミタウン参加者(n=29)

他セカンドスクール参加者(n=68)

(%)
図 2 セカンドスクールに参加する前に、最も楽しみにしていたことは何か（参加小学生による単一回答）
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１．自然の中での暮らしについて知ることができ

た

２．農業や林業を体験できた

３．教室ではできない勉強ができた

４．ちがう学校や学年の友達と仲良くできた

５．その他

ドミタウン参加者(n=29)

他セカンドスクール参加者(n=68)

(%)

図 3 セカンドスクールに参加してみて「良かったところ」はどのようなことか（参加小学生による複数回答）
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きいと考えられる．この学習目的は，保護者の視点からは

よく達成できたと評価されている（図 5）． 

また図 5 においては，「5. いろんな学校や学年との親睦

が深まった」の評価が高い一方で，「4. 親から離れて過ご

すことにより，わが子の自主性が育まれた」とする回答数

は少ないことにも注目したい．これは，学寮経験を生かし

た運営が保護者から見ても良く機能していたものの，児童

に“指導寮生”としてあたった高専生らの対応がオーバー

ケア気味だったためと考えられる．自主性を育むような対

応を心がけることも次年度以降の課題である． 

 

４．教育的効果について 

セカンドスクール全体を俯瞰すると，「保護者から見て，

セカンドスクール後の子どもに変化が感じられる点はあ

るか」という保護者への設問に対しては，「1. 変化があっ

た」の回答が 40％，「2. 特にない」が 60％であり（有効

回答数 25），4 割の参加児童について参加後に顕著な変化

が認められた． 

また，「参加させてみた結果，保護者としての評価はど

うか」という設問に対しては，「1. 大変よかった」と回答

した保護者が83%に達し，「2. まあまあよかった」が17％，

「3. あまり良くなかった」および「4. 良くなかった」は

ともに 0％であった．自由記載欄では，「豊田市の地図を

見るようになった」，「帰りに温泉へ行ったら１人でロッカ

ーなどてきぱきやっていた」などの具体的内容が寄せられ

た．以上の結果から，本セカンドスクールが児童らに良い

教育的影響を与えたことが認められる． 
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１．農山村の自然や暮らしについて知ることができ

る

２．農業や林業を体験できる

３．教室とは異なる実体験を通した学習ができる

４．親から離れて過ごすことにより、わが子の自主

性が育まれる

５．教室以外の友達とも仲良くできる

６．その他

ドミタウン参加者(n=25)

他セカンドスクール参加者(n=23)
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図 4 セカンドスクールにお子様が参加するにあたり「期待したこと」はどのような点か（保護者による複数回答）
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きた

２．農業や林業を体験できた

３．教室とは異なる実体験を通した学習ができた

４．親から離れて過ごすことにより、わが子の自

主性が育まれた

５．いろんな学校や学年の友達との親睦が深まっ

た

６．その他

ドミタウン参加者(n=25)

他セカンドスクール参加者(n=23)

(%)
図 5 今回のセカンドスクールにお子様が参加されたことで、「良かったこと」は何か（保護者による複数回答）
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５．農山村地域の活性化に対する効果について 

 図 6 に，セカンドスクール終了後，もう一度遊びに行き

たいと思ったかについての参加児童の回答結果を示す．

76%の参加者が「1. つよく思った」と回答しており，「3. 

あまり思わなかった」「4. 思わなかった」を選択した参加

者はいなかった．これは，図 3 のアンケート結果にあげら

れたようなセカンドスクールの楽しさを元にして，過疎化

が問題とされる農山村地域へ都市部の若年層を集め，賑わ

いを作り出せる可能性を示す結果である． 

 一方で，保護者における農山村地域への関心はあまり高

くない．現在家族で農山村地域に関わる頻度は既に図 1 で

示されているが，今後はどのように考えているかについて

の保護者の回答を図 7 に示した．50％が「2．行ってもよ

い」という消極的な回答であり，「3．あまり行きたくない」

「4．行きたくない」との回答が各 5％で，あわせて過半数

を占めた．その反面，今回のセカンドスクールのような機

会が子どもたちに必要かどうかについての質問（図 8）に

対しては「1．必要である」との回答が 82％に達し，その

具体的理由として農山村における経験の重要さを挙げる

保護者が多く存在した．これらの結果から，子どもの教育

を目的として農山村地域と関わることには関心が強いが，

娯楽などを目的として家族単位で農山村地域へ出かける

ことについてはあまり積極的ではない様子が読み取れる． 

 

６．まとめ 

ドミタウン活動の一環として開催した小学生対象のセ

カンドスクールは，学寮経験を生かした運営を行い，農山

村地域における世代間交流を通じた児童教育を行うとい

う点において大きな成功をおさめたと言える．また，参加

後の子どもたちに農山村地域への関心の向上が認められ

たことから，農山村の活性化に貢献するという目的もよく

達成できたと思われる．以上の成果は，多世代参加型の豊

田高専ドミタウン活動が今後の農山村地域復興の足掛か

りとして良いモデルケースとなりうる可能性を示唆して

いる． 

一方で、児童らが実際に農山村地域を訪れるためには保

護者の協力が不可欠である．したがって多世代参加型の農

山村地区の地域活性化活動を持続し，自発的な動きへと自

76%

24%

１．つよく思った

２．まあまあ

思った

３．あまり思わなかった ０％

４．思わなかった ０％ n=29

図 6 もう一度遊びに行きたいと思ったか

（参加小学生の回答）

41%

50%

5%

5%

図 7 今後、家族旅行等で、今回の農山村交流の

ような場所へ行ってみようと思うか（保護者回答）

２．行ってもよい

１．とても

行きたい

３．あまり行き

たくない

４．行きたく

ない

n=22

82%

18%

図 8 今後もこうした機会が子どもたちに

必要と思うか（保護者回答）

１．必要である

２．どちらかと

いえば必要

３．どちらかといえば不要 ０％

４．不要である ０％ n=22
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然に発展させるためには，子供たちだけではなく保護者ら

の関心も高めることが必要不可欠であると思われる．しか

し，保護者らの農山村地域への興味は子供への教育目的が

主たるものであり，保護者自らも含めたレジャー等の目的

で積極的に農山村地区へ向かう傾向はあらわれなかった

ことが，本研究において明らかになった．この点において

ドミタウン活動には課題が残る． 

また，農林業をはじめとした農山村地区ならではの発展

学習を行えるようなプログラムを十二分に提供できたと

は言い難く，より地域性・専門性の高い活動プログラム作

りを行うことも次年度以降の課題となった．これに関して，

ドミタウンは 2016 年より NPO 法人マルベリークラブ中

部と連携した活動を開始した．かつて豊田市の農山村地区

の主要産業であった養蚕業について知識を深めるととも

に，桑畑の再生事業とドミタウン活動を繋ぎ，子供らや高

専生らをはじめとした都市部の若年層へのフィードバッ

クを開始している． 

以上の結果により，ドミタウン活動が持つ児童への教育

的効果，および農山村地域の活性化へ貢献できる側面が明

らかになり，ドミタウンが活動初年度として十分な成功を

収められたことが分かった．本調査結果は活動の主催者で

ある豊田高専，または活動対象地域である豊田市笹戸町の

関係者らによるものではなく，ドミタウンに参加した第三

者―小学生およびその保護者―による評価に基づくもの

であり，今後のドミタウン活動の発展可能性を強く示唆す

るものと考えられる． 
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